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日常生活圏域の区域の変更について 

 

１ 日常生活圏域について 

 第３期計画以降の市町村介護保険事業計画においては、高齢者が住みなれた地域で生活

を継続することができるようにするため、市町村内を日常生活の圏域に分け、その圏域ご

とに地域密着型サービス等の整備を推進している。 

 日常生活圏域は、以下の事項を総合的に勘案し、保険者である市町村が設定する。 

  ・地理的条件 

  ・人口 

  ・交通事情などの社会的条件 

・介護サービスを提供する施設の整備状況     など 

 

２ 当市における日常生活圏域の設定の考え方 

 第３期計画策定時（平成 18 年度）は、第１次及び第２次市町村合併直後であり、旧市町

村単位の特性が色濃く残っていたため、旧市町村単位を基本に分割した。 

また、第４期計画においても地域特性に大きな変化がなかったことから第３期計画と同

じ圏域を設定した。 

○旧長岡市の区域 「第二次新長岡発展計画」(旧長岡市総合計画)における 

 地域区分（７圏域） 

○合併地域 旧市町村単位（10 圏域） 

 

３ 現在の日常生活圏域の設定における問題点 

 (1) 地域包括支援センターの担当する地区に複数の日常生活圏域の一部が含まれるなど、日

常生活圏域との整合性が取れていない。 

 (2) 現在、人口が少ない圏域と多い圏域では大きく差があり、圏域内で必要な地域密着型サ

ービス等のサービス提供の拠点整備が難しい。 

 ○人口が多い圏域 構成する地区が多いため、圏域全体で必要なサービス量の確

保できるが、地区によっては介護サービスの種類やサービス

提供の拠点の配置に偏りがある。 

 ○人口が少ない圏域 圏域内で必要なサービス量の確保ができない。 

 

４ 第５期計画における日常生活圏域の設定(案) 

 第５期計画から現在の地域包括支援センターの 11 圏域を日常生活圏域として設定する。 

【理由】 

(1) 「地域密着型サービス」が要介護者等の住み慣れた地域での生活の継続をどう支え

るかという観点から、要介護者等の日常生活圏域内にサービス提供の拠点が確保さ

れるべきサービスであること、「地域包括支援センター」が地域住民の保健医療の

向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的にとして設置されるものであり、

地域における高齢者の在宅生活を支える中核的機関であることから、地域包括支援

センターの担当区域と日常生活圏域を一致させ、高齢者等が住み慣れた地域での生

活の継続ができるような基盤整備を効果的に推進する。 

(2) 各圏域の人口規模が平均化することで、介護サービス等提供基盤の整備目標の均衡

を図り、サービス供給体制の格差の是正につなげる。 



第４期計画における日常生活圏域及び地域包括支援センターの区域

日常生活圏
域

構成する地区名
地域包括支
援センター

担当する地区、地域
構成する

日常生活圏域

1 川東中央部
千手、四郎丸、豊田、阪之
上、表町、中島、神田、川
崎、川崎東、新町

1 なかじま
千手、表町、中島、神田、
新町

川東中央部の一部

2 川東北部 富曽亀、新組、黒条、山本 2 けさじろ
四郎丸、豊田、阪之上、川
崎、川崎東

川東中央部の一部

3 川東東部 山通、栖吉 3 ふそき
栖吉、富曽亀、山本、新
組、黒条

川東東部の一部
(栖吉）、川東北
部

4 川東南部
宮内、十日町、六日市、太
田

4
みやうち・や
まこし

宮内、十日町、六日市、太
田、山通、山古志地域

川東南部、川東東
部の一部(山
通）、山古志

5 川西北部
下川西、上川西、福戸、王
寺川

5
まきやま・み
しま

下川西、上川西、王寺川、
福戸、三島地域

川西北部、三島

6 川西南部
大島、希望が丘、日越、深
才

6 にしながおか
大島、希望が丘、日越、関
原、宮本、大積、深才、青
葉台

川西南部、川西西
部

7 川西西部 関原、宮本、大積、青葉台 7
なかのしま・
よいた

中之島地域、与板地域 中之島、与板

8 中之島 中之島地域 8
こしじ・おぐ
に

越路地域、小国地域 越路、小国

9 越路 越路地域 9
わしま・てら
どまり

和島地域、寺泊地域 和島、寺泊

10 三島 三島地域 10 とちお 栃尾地域 栃尾

11 山古志 山古志地域 11 かわぐち 川口地域 川口

12 小国 小国地域

13 和島 和島地域

14 寺泊 寺泊地域

15 栃尾 栃尾地域

16 与板 与板地域

17 川口 川口地域
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第４期計画における日常生活圏域及び地域包括支援センターの区域ごとの人口等の状況

○日常生活圏域 ○地域包括支援センター
平成23年４月１日現在

総人口
(人）

65歳以上
人口
(人）

高齢化
率

要介護
認定者
数(人）

認定率

認知症
生活自
立度Ⅲa
以上の
人数
(人）

要介護
認定者
数に対
する認
知症Ⅲ
ａ以上
の割合

総人口
(人）

65歳以上
人口
(人）

高齢化
率

要介護
認定者
数(人）

認定率

認知症
生活自
立度Ⅲa
以上の
人数
(人）

要介護
認定者
数に対
する認
知症Ⅲ
ａ以上
の割合

1 川東中央部 63,798 17,078 26.8% 2,805 16.4% 945 33.7% 1 なかじま 30,549 8,644 28.3% 1,479 17.1% 501 33.9%

2 川東北部 25,942 5,635 21.7% 1,014 18.0% 352 34.7% 2 けさじろ 37,192 9,370 25.2% 1,401 15.0% 496 35.4%

3 川東東部 13,387 3,198 23.9% 491 15.4% 149 30.3% 3 ふそき 32,403 7,261 22.4% 1,326 18.3% 481 36.3%

4 川東南部 27,089 6,690 24.7% 1,181 17.7% 446 37.8% 4 みやうち・やまこし 31,426 7,907 25.2% 1,380 17.5% 557 40.4%

5 川西北部 19,006 3,375 17.8% 664 19.7% 240 36.1% 5 まきやま・みしま 22,342 4,696 21.0% 1,047 22.3% 411 39.3%

6 川西南部 29,423 6,143 20.9% 953 15.5% 311 32.6% 6 にしながおか 46,094 9,243 20.1% 1,382 15.0% 355 25.7%

7 川西西部 12,668 2,539 20.0% 429 16.9% 148 34.5% 7 なかのしま・よいた 19,333 4,806 24.9% 864 18.0% 259 30.0%

8 中之島 12,421 2,928 23.6% 543 18.5% 161 29.7% 8 こしじ・おぐに 20,583 6,057 29.4% 1,090 18.0% 354 32.5%

9 越路 14,502 3,744 25.8% 729 19.5% 215 29.5% 9 わしま・てらどまり 15,654 4,675 29.9% 1,006 21.5% 356 35.4%

10 三島 7,268 1,864 25.6% 383 20.5% 171 44.6% 10 とちお 21,509 7,131 33.2% 1,320 18.5% 518 39.2%

11 山古志 1,292 563 43.6% 95 16.9% 39 41.1% 11 かわぐち 5,014 1,480 29.5% 280 18.9% 83 29.6%

12 小国 6,222 2,351 37.8% 361 15.4% 139 38.5% 合計 282,099 71,270 25.3% 12,575 17.6% 4,371 34.8%

13 和島 4,630 1,348 29.1% 226 16.8% 94 41.6%

14 寺泊 11,024 3,327 30.2% 780 23.4% 262 33.6%

15 栃尾 21,509 7,131 33.2% 1,320 18.5% 518 39.2%

16 与板 6,904 1,876 27.2% 321 17.1% 98 30.5%

17 川口 5,014 1,480 29.5% 280 18.9% 83 29.6%

合計 282,099 71,270 25.3% 12,575 17.6% 4,371 34.8%
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